
運　搬
・0.45m3ﾊﾞｯｸﾎｳ
・2tダンプ

排出0.3m3

0.5m3ミキサー

計量用ﾎｯﾊﾟｰ

クラッシャー

廃ｺﾝｸﾘｰﾄ塊投入 0.3～0.5t  　
人頭大ガラ30～50個(直径20cm)

投　入
・水　50ﾘｯﾄﾙ
・ｾﾒﾝﾄ４袋
・粉状混和剤1袋破砕物

　　　　　　　　解体コンクリート塊を全量使用した再生コンクリートの硬化特性
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１．まえがき

　解体コンクリート塊のリサイクルについては、長年様々な機関で精力的に研究開発が行われてきている

が、破砕したコンクリートのほとんどが道路用路盤材や埋め戻し材に再利用されているのが現状である。筆

者らは、このコンクリート塊を簡易な破砕機で破砕し、その破砕物を特殊な処理を施すことなく全量使用し

て再生コンクリート化する方法と基本的な特性を確認してきた 1)2)。本研究は、コンクリート塊破砕物を全

量使用した再生コンクリートを実機製造し、乾燥収縮量および凍結融解抵抗性等の硬化特性について検討し

たものである。

２．実験概要

２．１　製造方法

　製造方法は、図１に示すように現場間の移動が容易で簡易な製造装

置を用いて、解体コンクリート塊をクラッシャーで破砕する。破砕物

の１バッチ分を計量用ホッパーで計量し、この破砕物と袋セメント、

水、粉状混和剤をミキサーで 90 秒間練混ぜて製造する。１バッチ分

は 0.3m3 程度とし、セメントは 25kg の整数倍、混和剤はプレパック

タイプのものを１バッチ当たり１袋分投入した。

２．２　試験方法

　表１に使用材料と装置の仕様を示す。解体コンク

リート塊には、廃棄物処理業者から無作為に２回搬

入した配合不明の無筋コンクリート塊を使用した。

このコンクリート塊を１回目搬入分と２回目分とに

分けて再生コンクリートを製造した。

　再生コンクリートの配合は、表２の水準によりコ

ンクリート塊破砕物の単位容積と水セメント比を変

化させて選定した。比較用の普通骨材を使用したコ

ンクリートは、細骨材率 45%としてコンクリート塊

破砕物に置き換え、セメントと水は同量とした。

　コア試験体は、屋外の均しコンクリートヤードに

打ち込んだ再生コンクリートより所定材齢の１週間

程度前に採取し、採取後は現場密封養生とした。

３．実験結果

　図２にコンクリート塊破砕物の粒度分布を示す。

無作為に２回に分けて搬入した配合不明の無筋コン

クリート塊の粒度分布には、それほど大きな差は見

られず、おおむね一定の値を示した。
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項　目 水　準
水セメント比(%) 42.5,45.0,47.5,50.0,52.5,55.0
破砕物容積(m３/m３) 0.600,0.625,0.650,0.675,0.700
粘土混入率(%) 0,5.0
収縮低減剤量(%) 0,1.0

図１　製造フローの一例

表１　仕様材料と装置の仕様

表２　水準

項　目 仕　様

解体コンクリート塊
廃棄物業者より無作為に２回搬入
した無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊（配合不明）

破砕機
(4軸ﾛｰﾙｸﾗｯｼｬｰ)

投入最大寸法400mm
処理能力20t/h
ﾓｰﾀｰ:大割ﾛｰﾙ 11kw､小割ﾛｰﾙ 15kw

コンクリートミキサー 容量0.5m３､強制練りﾊﾟﾝ型ﾐｷｻｰ
セメント 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ､比重 3.16
細骨材 鬼怒川産川砂､比重 2.59
粗骨材 新治産砕石､比重 2.70
粘土 木節粘土､比重 2.50

高性能AE減水剤 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｽﾙﾎﾝ酸系
混和剤

収縮低減剤 ｱﾙｷﾚﾝｵｷｼﾄﾞ付加物



　図３に実機製造による再生コンクリートの標準水中養

生試験体とコア試験体の圧縮強度を示す。水セメント比

42.5～55.0%、破砕物容積 0.60～0.70m3/m3 の範囲でスラ

ンプの変動は 4.5～18.5cm と大きくなったが、材齢 91 日

圧縮強度の変化は 39±6N/mm2 と比較的小さなものとな

った。これは、解体コンクリート塊の強度が再生コンク

リートの圧縮強度に影響しているものと考えられる。ま

た、今回の配合範囲で 33N/mm2 以上の材齢 91 日圧縮強

度が得られた。標準養生の圧縮強度の平均は 39.0N/mm2、

コア試験体の平均は 39.5N/mm2 となり、ほぼ同等の値を

示すことが確認できた。

　図４に乾燥収縮試験結果を示す。乾燥期間 4.5 ヶ月で

再生コンクリートの乾燥収縮量は、普通骨材を用いた比

較用コンクリートに比べて 25%程度大きくなるが、収縮

低減剤を単位セメント量の外割りで 1%使用すればほぼ同

程度の値が得られた。また、破砕物の内割りで 5％の粘土を

使用した乾燥収縮は、比較用コンクリートの 1.6 倍程度に急増

しており、収縮ひび割れ発生の大きな要因となると考えられる。

　図５に凍結融解試験結果を示す。300 サイクル完了後

の再生コンクリートの相対動弾性係数は、90%以上の値

を示しており、良好な耐凍害性を示した。また、破砕物

の内割りで 5％の粘土を用いた場合の相対動弾性係数は 40%

程度に低下しており、耐凍害性に大きな影響を与えるこ

とが分かる。

４．まとめ

　実機および廃棄物業者より無作為に搬入した無筋コン

クリート塊を用いて製造した再生コンクリートについて、

以下の結果が得られた。

(1)水 セ メ ン ト 比 42.5～ 55.0%、 破 砕 物 容 積 0.60～

0.70m3/m3 の範囲で圧縮強度の増加は比較的小さなも

のとなっており、解体コンクリート塊の強度が再生コ

ンクリートの圧縮強度に影響していると考えられる。

(2)今回の配合範囲で材齢 91 日圧縮強度は 33N/mm2 以上

となり、コア試験体の圧縮強度は標準養生試験体と同

等の値が得られた。

(3)再生コンクリートの乾燥収縮量は、普通骨材に置き換

えたコンクリートに比べて 25%程度大きくなる。

(4)再生コンクリートの相対動弾性係数は 90%以上の値を

示しており、良好な耐凍害性を示した。

本研究の一部は（社）近畿建設協会助成金により実施した。
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図２　コンクリート塊破砕物の粒度分布

図３　標準養生試験体とｺｱ試験体の圧縮強度

図４　乾燥収縮試験結果

図５　凍結融解試験結果
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